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挨拶でつながる関係を 
校長 古谷 勉 

 12 月に実施しました学校評価アンケートへのご協力誠に

ありがとうございました。今後の学校運営に役立ててまいり

ます。別紙に結果をまとめましたのでご参照ください。2 月

19 日には文化庁の事業「スターダンサーズ・バレエ団」によ

る学校巡回公演が本校体育館で開催されました。本物のバレ

エに接し、子どもたちは『シンデレラ』の世界に引き込まれ

ていました。いい経験になったことと思います。 

 早いもので今年度も残り 1 か月となりました。本校では学

校経営方針「豊かな心の育成」の重点として、「自ら進んで挨

拶する態度を育てる」を掲げ、1 年間取り組んできました。

挨拶は人と人とがかかわる第１歩。挨拶を交わすことで明る

い雰囲気を醸成することができます。教職員も日頃から挨拶

を心がけ、子どもたちとのコミュニケーションを大切にして

きました。3 学期からは月 1 回の地域のあいさつ運動に合わ

せて、校内でもあいさつ運動を始めています。学校運営協議

会でも挨拶の取り組みについて報告したところ、委員の皆様

からは「（地域のあいさつ運動について）ＰＴＡの協力が以前

より増してきている。家庭が変わり子どもたちの心に変化が

見られるよう、地道に継続していくことが必要だ」「あいさつ

運動をもっと広げたい。朝の少しの時間、声を掛けるのは子

どもへの応援になるはずだ。ちょっとだけ、学校へ行く背中

を押すことになると思う」と、挨拶への思いを寄せてくださ

いました。 

先日、警察関係者のお話を聞く機会がありました。「各地で

防犯活動に取り組む住民が高齢化し、町会や自治会への参加

率も低下している。地域の安全について危惧している。」との

ことでした。地域の防犯対策の基本は互いの顔が見える関係

の構築ですが、その関係が成立しない地域も多々あるようで

す。保護者も参加するあいさつ運動が、毎月実施されている

本地域のような取組は貴重です。今後も学校・地域・保護者

が少しずつ努力し合い、挨拶でつながり合う関係を維持する

ことが、子どもたちの安全を守り、健やかな成長を促すのだ

と考えます。 

 

今年度も保護者の皆様には様々な面でご協力いただきま

した。ありがとうございました。次年度も、教職員一丸とな

って教育活動の充実に努めてまいります。引き続きご協力よ

ろしくお願いします。 

 

学年の窓 

６年児童からのメッセージ 
・私たち６年生は、もうすぐ戸山小学校から中学校

に旅立っていきます。そして、１～５年生は、次

の学年へ駒を１つ進めることになります。６年

生のぼくたちは、中学校から応援しています。が

んばってください！期待しています！ 

・私はこの６年間で友達がたくさんできたことが

一番の思い出です。１年生～５年生のみなさん、

友達はとても大切な存在です。当たり前だと思

う人もいるかもしれませんが、気づかないうち

に相手を傷つけてしまうこともあります。だか

ら、もう一度友達の大切さについて考えてみて

ください。 

・もうすぐ６年生は卒業を迎え、１～５年生も学年

の階段を一歩上がります。私はこれからも戸山

小学校を応援し、みなさんに寄り添っていきま

す。 

・６年生で頑張った事は、応援団長をやった事で

す。 練習で何回も声をからして練習がまともに

できないこともありましたが 、努力が実り本番

でうまくいって良かったです 。 

・私は５年生の２学期に戸山小学校へ転入しまし

た。１番の思い出は、ふれあい班活動の班長を

務めたことです。このことによって、今後の人

生に役立つリーダーシップなどが身についたと

思います。 

・６年間での一番の思い出は、全学年で競うこと

で一致団結した大縄大会です。感染症が落ち着

いた今、失ったものを取り返し、より団結した

学校になることを期待しています！  

・私たち六年生は今月卒業します。１年生から５

年生の皆さんが少しずつ成長する姿を見ること

ができ、とても嬉しく思います。今までありが

とうございました。これからも頑張ってくださ

い。 

・みんなでたくさん遊んで、勉強して、大きくな

ったときに思い出せるような楽しい良い思い出

をいっぱい作ってください。そしてこれからも

戸山小学校をよくしていってください。 

タブレット回収のお知らせ 
ＩＣＴ担当 

新宿区では、一人 1台のタブレット端末を

更新するため、貸与していたタブレット端末

を回収し、次年度に新しいタブレット端末を

貸与する予定です。 

つきましては、貸与しているタブレット端

末を返却いただくことになります。返却日等

については改めてお便りでお伝えします。 


